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ぼくは、残ったお金で大きな花束と、ママの好きそうなストライプのワンピースを買った。
店員さんにお金を支払うと、オネットへ向けてテレポートをかける。
ママ、ぼくはもうすぐ帰るよ……。
ママ、ぽくはもうすぐ帰るよ……。エピローグへ
〓エピローグへ
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「うーん。ヌスット広場のトンチキさんなら、何か知ってるかもしれないなあ。何しろあの
人の犯罪に関する情報はすごいからね」と、おむかいの家の男の人は言う。
その話を聞いたぼくは、さっそくヌスット広場に向かおうとした。すると……。
「もしもし。ヌスット広場に行っても、合言葉を知らなかったら、トンチキさんは会ってく
れないよ。いいかい、『山』と言われたら、必ず『大きい』って答えるんだよ」
男の人は親切にも合言葉まで教えてくれた。ぼくはお礼を述べると、さっそく広場へ。
▽アにチェックして267
267ヘ
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ぼくたちは再びあの光る洞窟の前に立っていた。巨大モグラがのそりと洞窟から出てくる。
また来たかネス。こりないヤツだ!」巨大モグラが襲いかかってきた!

